







































間が合理的な存在である」であるということを「直線 l と直線 m は平行である」「円 O と























































































減少関数」という関係を想定する。これを高校の「数学 IA」で教えられる「『y は x を変
数とする関数 f の値である』は y=f（x）と表せる」という知識を用いれば、「x（数量）は p（価
格）を変数とする関数 D の値である」は「x=D（p）」と表せることがわかる。この関数 D
は需要関数、縦軸 x、横軸 p の座標平面上に描かれる x=D（p）のグラフは需要曲線と呼ば
れる。さらに「数学 IIB」で教えられる「関数 f の微分 f ’ が『f ’（x）< ０』を満たすなら
ば f は減少関数である」という微分の知識を用れば、「需要は価格の減少関数」は










つまり、方程式 D（p）=S（p）の解 p* が市場で決まる均衡価格である。座標平面上で均衡価













の医療サービスの診療報酬点数を P とすると、価格 = 診療報酬点数× 10 円 =10P となる
図１：商品の価格（p*）は需要と供給の一致で決まる








費量をそれぞれ x1,x2、x3、需要関数をそれぞれ D1、D2、D3 とすると、P との関係は
x1=D1（P）,x2=D2（2P）,x3=D3（3P）
となる。したがって、健康保険未加入の患者はいないという仮定の下、市場全体の需要は
x1 ＋ x2 ＋ x3=D1（P）＋D2（2P）＋D3（3P）
となる。一方、病院の方には、１回の医療サービスの提供につき、10P の収入がある。こ
こで、市場全体の医療サービスの提供量を x、供給関数を S とすると、P との関係は
x=S（10P）












































動費と固定費の和」を z とすれば、両者の関係 z =C（x）を与える関数 C は費用関数と呼
ばれ、横軸に x、縦軸に z を取った z =C（x）のグラフは総費用曲線と呼ばれる。
ある時点での生産量から「微小な１単位生産量を追加したときにかかる変動費」は「限
界費用」と呼ばれる。MarginalCost の訳語であり、厳密に定義すれば、生産量が x のと
















































を p とすると、病院の収入は px、費用は C（x）なので、利潤は px-C（x）となる。図６を
見てみよう。病院の収入のグラフは右上がりの直線、費用のグラフは右上がりの逆 S 字
型曲線で描かれ、各生産量における利潤は収入の直線までの高さから費用の逆 S 字型曲
線までの高さを引いた値で表される。よって図６より、この病院の利潤は生産量 x が x<a
のときマイナス、x=aのときゼロ、a<x<d のときプラス、x=d のときゼロ、そして x>d
のとき再びマイナスになることがわかる。そこで、利潤が非負となる a ≤ x ≤ d の範囲で
直線と曲線のグラフの高さの差、つまり利潤が最大となる x を探そう。そのためには、曲
線上の点で直線への距離が最も離れている点を探せばよい。これも図６より、曲線の接線
の傾きが直線の傾きと一致している点であることが見て取れる。その点の x 座標を b とす















































































0.4v ＋ 0.6 × 0 － 100=0.4v － 100
となる。治療を受けなければ、効用は治療が効かなかったときと同じで０で、治療費もか
からないので、治療を受けなかったときの期待効用は０となり、v>250ならば、0.4v －
100> ０なので、患者は治療を受けることを選択するが、たとえば、v=200 ならば、0.4 ×
200 － 100= － 20< ０なので患者は治療を受けることを選択しない。この患者が別の医師




の値をそれぞれ w （w> ０）、200、100 とすると、治療を受けたときの期待効用は
0.2w ＋ 0.1 × 200 ＋ 0.1 × 100 － 100=0.2w － 70
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